
受講者の声

●日程：令和６年2月７日(水)13：00～８日(木)17：00 (1泊2日)

●対象：経営者、役員、上級管理職、上級スタッフなど
●会場：新横浜プリンスホテル（横浜市）

トップの本気が現場を変える！

経営トップとして日頃から抱えている問題・課題について、

実技・講演等をとおして今後の活動のヒントになった等、参加者から好評を得ています！

今回は組織心理学で著名な山浦一保氏をお招きし、職場づくりに必要な
チームマネジメントやリーダーシップについてご講演いただきます。

トップとして何が必要か、どのように
行動すべきか、実技をとおして学ぶ
ことができました。

他社との情報交流により、他社の安
全活動の取り組みが参考になり、
有意義だった。

グループワーク中心で、メンバーと
の闊達な討議が刺激になり、ゼロ
災への意欲が高まった。

実技や講演・事例から学ぶことで、自
社の問題点が明確になった。

ゼロ災運動の人間尊重の理念の重
要性について理解が深まった。

※裏面もご覧ください。

ホームページよりお申し込みください

中災防賛助会員：1３２,６６０円 一般： 1４７,４00円
割引後金額： 92,862円 割引後金額：103,180円

消費税10%、資料代、宿泊代(個室)、食事代（3回）を含みます

【割引後金額】は、中小規模事業場の割引サービスをご利用できます。お申込・割引サービス
等の詳細は、中災防ホームページをご覧ください。

災害ゼロを目指し、継続できる職場づくりに求められるトップの考え方
と、それを実現する具体的な役割・行動を学ぶ体験型のセミナーです。

お問合せ先
中央労働災害防止協会 教育ゼロ災推進部
業務課 TEL 03-3452-6257 メール zerosai@jisha.or.jp

ゼロ災害全員参加運動 Top Seminar

安全衛生の大切さを理解してい
るつもりだったが、研修を通じて
改めてその重要性に気づき、自
社で活動を強化する必要を感じ
た。



特別
講演

「武器としての組織心理学」
山浦 一保氏

立命館大学 スポーツ健康科学部・研究科 教授

●カリキュラム ※一部変更する場合があります

１日目２月７日(水) 13:00－20:50 ２日目２月８日(木) 8:15－17:00

・講話
「経営と安全衛生」
中央労働災害防止協会
理事長 竹越 徹（たけごし とおる）
経営トップの役割と労働災害防止に向け
た打開策について考える。

・講義
「トップが現場を本気に変える」
中央労働災害防止協会
教育ゼロ災推進部
次長 武井 勝一（たけい かついち）
ゼロ災の継続には、トップの姿勢が重要
です。管理・監督者、現場の従業員と安全
衛生を先取りすることの重要性を伝えます。

・実技
○現場力強化のための問題解決手法
○正しく確認する方法（指差し呼称）
○災害ゼロを目標とした現場の一体感、連
帯感を高める手法
（指差し唱和、タッチ・アンドコール）
○始業時のポイント（健康ＫＹ）

・情報交流
○全体交流会
・安全行動調査のご案内
～ヒューマンエラーの傾向を

見える化してみませんか？～

・特別講演
「武器としての組織心理学」
立命館大学
スポーツ健康科学部・研究科 教授
山浦 一保（やまうら かずほ）氏

組織の成果を左右するのは、良好な人間
関係の構築にある。
ネガティブな人間関係を極力減らし、ポ
ジティブな関係を構築するためにリーダー
に求められるものは何か。
組織心理学の観点から効果ある具体的な
リーダーシップのあり方を解説する。

・事例紹介
物流業におけるリスクマネジメント
「ルールだけでは辿り着けない場所を目指して」

㈱ボルテックスセイグン
取締役
安全品質環境統括担当
うさみ かずひろ

宇佐見 和宏氏

・解説・実技
○ＫＹＴ基礎４ラウンド法
○ＫＹＴの日々の業務への活かし方
○ＫＹ活動の活発化・定着のポイント

立命館大学スポーツ健康科学部・研究科 教授、博士（学術：広島大学）
専門は、産業・組織心理学、社会心理学。（財）集団力学研究所、中央労働災害防止協会、静岡県立大学・講師を経て、
2010年立命館大学スポーツ健康科学部・研究科准教授、2016年より現職。リーダーシップやチームマネジメントに関心をも
ち、上司－部下の人間関係の（再）構築の研究を行っている。著書多数。

（やまうら かずほ）
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